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新型コロナに抗⽣物質は効かない HIV、SARS、MERS ワクチンは未だできず 
 
細菌等が関連する病気であれば抗⽣物質が効果を発揮することが多いが、ことウイルスに
関しては効く薬がないようである。今回の新型コロナウイルスでも「⾃然免疫」がキーワー
ドとして取り上げられるように、ウイルスとの戦いの武器は免疫である。免疫しかない。 
 
インフルエンザの予防注射などはこの免疫を予め体内に造り、ウイルスが侵⼊してきた場
合にはそれを攻撃して無⼒化させることにより、発病（発症）の可能性を低くする効果があ
る。 

 
 
世界は、この新型コロナウイルスのワクチン作りに精⼒を傾けているが、ワクチンが出来上
がるまでには最低でも１年はかかるだろうと考えられている。 
 
ウイルスといえば突如現れ、世界を恐怖に陥れたものにエイズウイルス（HIV）がある。 
 
現在では複数の薬を合わせて服⽤することによりウイルスの増殖を抑え発症に⾄らなくす
ることができるようになった。いまやエイズは死の病ではなくなったが、HIV ウイルスに
感染すると⼀⽣涯にわたって薬の服⽤は⽋かせなくなる。経済的に負担を強いる病である。 



エイズウイルス（HIV）についてもワクチンの開発が求められ、その研究が精⼒的に続けら
れてはいるが、いまだに成功には⾄っていない。MERS や SARS のワクチンもまだできて
いない（次ページの引⽤を参照のこと）。 
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HIV 感染症及びその合併症の課題を克服する研究班 

 
 
エイズワクチン開発の近況 
(IASR Vol. 34 p. 262: 2013 年 9 ⽉号) 

https://www.niid.go.jp/niid/ja/niid/ja/iasr-sp/2255-related-articles/related-articles-
403/3904-dj4037.html 

近年、感染者の早期診断・早期抗 HIV 薬治療開始により感染拡⼤抑制に結びつける試み
が進められており、さらに感染者数を減少させ、HIV 撲滅に結びつけるためにも、予防エイ
ズワクチン開発が切望されている。 

2013 年よりルワンダ等にて、HIV Gag 抗原を発現する SeV ベクターを⽤いたエイズワ
クチンの臨床試験第１相が開始されている。臨床試験の推進により複数のデリバリーツー
ルの有⽤性が確認できれば、それらの併⽤により最適化プロトコール確⽴へと進展しうる。
さらに抗原最適化を進めることにより、感染拡⼤抑制効果を有するＴ細胞誘導エイズワク
チン実⽤化に結びつくことが期待されている。 

国⽴感染症研究所エイズ研究センター 俣野哲朗 
 
HIV ワクチン（Wikipedia）も参照のこと 
https://ja.wikipedia.org/wiki/HIV%E3%83%AF%E3%82%AF%E3%83%81%E3%83%B3 
 
 



この⽣活あと何年？ SARS ワクチンは 18 年後の今も「未完成」の現実 
現代ビジネス ４⽉ 23 ⽇ 

https://headlines.yahoo.co.jp/article?a=20200423-00072011-gendaibiz-soci 
 
「集団免疫」はるか遠く… 
 感染症の防⽌策に「集団免疫」という考え⽅がある。多くの⼈が感染し、完治することで
免疫がない⼈々も感染しにくくなり、感染拡⼤が⽌まる。つまり、多くの⼈が免疫を持つこ
とが必要になるということだ。 
 
「終息」までの犠牲者数は…？ 
 これらの前例をまとめてみよう。SARS は、2002 年 11 ⽉の発⽣から約 8 ヵ⽉後に終息宣
⾔が出された。新型インフルエンザは、2009 年 4 ⽉の発⽣から約 1 年 4 ヵ⽉後の 8 ⽉にパ
ンデミックが解除された。MERS は、2012 年 9 ⽉の発⽣から約 3 年 3 ヵ⽉後に韓国政府が
終息宣⾔を出したが、中東では未だに感染者が発⽣している。 
 国単位でみた場合、専⾨家の多くは「国⺠の 60％から 70％が抗体を持てば終息に向かう」
との⾒⽅を⽰している。つまり、集団免疫が出来上がるということだ。⽇本の総⼈⼝は 2019
年 10 ⽉現在、1 億 2595 万⼈。感染者数は、60％がかかるとすれば約 7557 万⼈、70％では
約 8817 万⼈となる。4 ⽉ 22 ⽇夜時点の感染者数は 1 万 1496 ⼈。いかに膨⼤な数字がわか
るだろう。医療崩壊どころの騒ぎではない。 
 また、WHO は当初、新型コロナの死亡率を 3.4％としていた。治療薬が開発されず、何
の治療も⾏われなければ、感染者数 60％なら約 256 万 9000 ⼈、70％なら約 299 万 8000 ⼈
が死亡することになる。軽症者や無症状者を含めればもっと致死率は低くなるとの⾒解も
出ているが、それでも（⽇本で）100 万⼈規模の死者が出る。 
 
SARS、MERS ワクチンもまだない 
 抗体を持つ⼈を増やすためには、ワクチン接種で集団免疫を作り上げるのが最善の⼿段
となる。WHO によると、新型コロナウイルスのワクチンは、現在少なくとも 62 件の研究
が進められている。しかし、ワクチンの認可にはかなりの時間がかかる。 
 これまで最も早く承認されたといわれる「おたふく⾵邪」のワクチンですら、4 年の年⽉
を要した。臨床試験に時間がかかることも理由の⼀つだが、開発そのものが難しいのだ。そ
れは、発⽣から 17 年あまり経つ SARS や 8 年近く経つ MERS のワクチンがいまだに完成
していないことでも明らかだ。 
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